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アドミッション・ポリシー（AP）
【入学者受入れに関する基本的考え方（前文）】
社会の発展を支えてきた各工学分野の学術的・技術的知見の追求のみ
ならず，多様な分野の知識，技術を取り入れることによってイノベー
ションを牽引し，新たな分野を創造して，人類の生活の向上・維持の
みならず，地球環境全体の未来につながる保全に貢献する教育者，研
究者，技術者となることを志す人材を求める．

【求める人材】

１．高度な数学・物理学の知識に基づく応用力を有する人
２．電子機械，機械工学，化学工学，電子情報工学の各分野における
深い知識と，これら全般にわたる基本的な知識を備える人
３．専門分野の知識，技術を融合して発展させることへの強い熱意を
持つ人
４．技術者としての高い倫理観と，国際的に交流，発信するためのコ
ミュニケーション力を有している人
５．融合的な先端技術を開発，牽引することで，未来社会を開拓し，
人類社会の持続的発展と国際社会に貢献しようとする意欲に満ちた人

【選抜の基本方針】
博士論文基礎力審査であるQualifying Examination（QE）による審
査，もしくは提出資料に基づく口頭試験で入学者選抜を行う．QE審査
では，電子機械，機械工学，化学工学，電子情報工学の各分野におけ
る学力と社会実装に向けた意欲を問う筆記試験を問い，口頭試験で
は，コミュニケーション能力や本専攻入学後に取り組みたい課題研究
の内容や課題遂行のための計画書，提出書類等について諮問をする．
それらを総合的に判断し，合否を決定する．
【入学までに身に付けて欲しい教科・科目等】
数学，物理学を工学に活用する能力．機械工学，電気・電子・情報工
学，化学工学いずれかの分野の高度な専門知識に加え，これらの分野
全般にわたる基本的な知識

【学生が身に付けるべき資質・能力】（※「学生が何ができるようになるか」を分かり
やすく具体的に記載（シラバスの学修目標のような記載の仕方に心掛ける））

【教育内容・教育方法（教育課程実施）に関する基本的考え方】

（１）電子機械、機械工学、化学工学、電子情報に関する，いずれか特定の専門
分野の深い知識及び技術と，以上に掲げた，その他の分野，または理学，医学，
社会学等との境界領域における先端的知識に関する素養．
（２）学際的知識を活用し，持続型社会に向けたソリューションとイノベーショ
ンを提案できる能力．
（３）高度な専門知識及び倫理観を備え，未踏課題を柔軟かつ論理的に解決し，
先進的な学問領域を牽引する技術者及び研究者としての能力．
（４）多様な分野の知識と深遠なこれらの素養に基づき，革新的な融合分野を開
拓し，国際的に活躍できる能力．

１．授業科目の構成
研究科共通の「大学院GS発展科目」，専攻独自の「基盤科目」及び「先端科
目」を設置する．さらに，個別の研究課題を推進する科目として「自然科学特
別課題」を設置する．
２．教育内容
●大学院ＧＳ発展科目（必修4単位）：未来社会の課題を認識し，研究者として
の倫理観，国際性を身に付けさせるために4科目を配置し，それら全てを必修指
定する．
●基盤科目（選択必修4単位）：自専門及び境界領域の先端知識に関する科目を
「機械工学」「化学工学」「電子情報」の3分野に配置し，学生は2つ以上の分
野から計4単位以上を選択する．
●先端科目（選択2単位）：自らの研究課題と密接に関係する深い知識を得るた
めの科目を「知能機械」「人間機械共生」「マテリアルデザイン」「スマート
計測制御」の4分野に配置し，学生は自専門分野から2単位以上を修得する．
●自然科学特別課題（必修2単位）：自ら定めた未解決テーマに関する研究を，
多角的視点から教員の指導のもとに遂行する．
３．教育方法
●知識付与型の科目履修にあたっては，学生は教員によって提示される専門知
識を問う試験の結果をもって評価を得る．
●調査型，課題解決型の科目履修にあたっては，教員と学生間または学生間の
ディスカッションを通じた解決案の有意性をもって評価を得る．
●課題研究の履修にあたっては，主任指導教員１名と2名の副指導教員（他専攻
所属の教員も可）を置く．副指導教員は主任指導教員と専門分野が異なる教員
とし，研究指導・助言を適宜行う．
【学修成果の評価】
（１）授業科目に対して成績評価の基準及び方法を明示し、それに基づいて、
学修成果を評価します。
（２）論文に対して審査基準と審査方法を明示し、それに基づき研究成果の審
査及び試験を行います。

ディプロマ・ポリシー（DP） カリキュラム・ポリシー（CP）
【卒業認定・学位授与に関する基本的考え方（前文）】 【教育課程編成に関する基本的考え方】
自然科学研究科フロンティア工学専攻には、高度な専門知識および卓越した技術
を身につけ，異分野の広い知見を有機的に活用することで，融合的な先端工学分
野を開拓し，未来社会へ向けたイノベーションを発現できる人材を育成すること
が社会から期待されている。
そうした人材を育成するために、本専攻では、講義の履修を通して、所定の課程
を修め、かつ研究指導を受けた上で、主として工学分野として適切に認められる
博士論文の審査及び試験に合格し、次のような目標を達成した者に、博士（工
学）の学位を授与する。

自然科学研究科フロンティア工学専攻では、ディプロマ・ポリシーに掲げる目
標を達成するために、大学院GS発展科目群，基盤科目群，応用科目群，発展科
目群を体系的に編成し、講義、演習、実験、実習を適切に組み合わせた授業科
目を開講する。教育課程については、その体系性や構造を明示する。

金沢大学大学院は，学術の理論及び応用を教授研究し，その深奥をきわめ，又は高度の専門性が求めら
れる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い，文化の進展に寄与することを目的とする。

博士後期課程においては，科学技術分野における学術研究が専門化及び先端化する中で，「学際性」，「総合
性」及び「独創性」に富んだ高度な研究者・技術者を養成することを目的とする。

金沢大学「3つのポリシーテンプレート」

【策定単位】自然科学研究科　フロンティア工学専攻　　　※DP・CP策定の最小単位ごとに別葉で作成、かつ、授与する学位が複数存在する場合には授与する学位ごとに別葉で作成ください。
【授与する学位】博士（工学）　※カッコ内に専門分野を明記してください。

大学（大学院）の目的　※学則、大学院学則から引用 学類（研究科）の教育研究上の目的　※学類規則、研究科規則から引用
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